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研究成果の概要（和文）：描くことの認知的な基盤とその発達過程を明らかにすることを目的と

して、描線と視線を同時に記録できるシステムの開発、および幼児とおとなを対象とした認知

心理学的な実験研究をおこなった。幼児がなぐりがきから記号的表象描画への移行する発達過

程では、概念イメージの生成とその発達が関与すること、それとは逆に、デッサンのように物

を見て写実的に描こうとするときには、概念イメージが形のゆがみの要因となることが示唆さ

れた。 

 
研究成果の概要（英文）：The present study aimed to investigate the cognitive basis of 

drawing behavior by conducting drawing experiments with children and adults. We 

developed a system devise of recording drawing lines and eye movements to clarify the 

cognitive mechanisms during the drawing process. The results of the study indicated that 

the early development of representational drawing is strongly affected by the conceptual 

image making, whereas the concepts becomes major source of drawing inaccuracies in 

preparatory drawing in adults.  
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１．研究開始当初の背景 

(1)ヒトが絵を描く行為は、少なくとも 3 万年
以上前の洞窟壁画以来、時代や文化を越えて
ほぼ普遍的な行為である。筆記具を動かし、
その視覚的なフィードバックをもとに動き
を調整する行為は、描画療法や描画テストに
用いられるなど、心に作用し反映する力も大
きい。 

 しかし実際に描く過程で、どのような認知
プロセスが働いているのか、またその認知的
な基盤がどのような起源を持ち、どのように
発達するかは、明らかになっていない。 

 研究代表者らは、表象を描くことの起源を
テーマに、ヒト幼児とチンパンジーの描画行
動について比較認知心理学的な研究を進め
てきた。おもになぐりがきから表象を描くま
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でのヒトの発達過程と、表象を描かないチン
パンジーとの相違を検証した。チンパンジー
が表象を描かないのは、描線をうまく調整で
きないからでなく、「ない」ものを補うとい
う概念イメージの生成と補完の傾向が関連
していることが示唆された。ヒトは、表象を
描き始める初期から、顔の輪郭だけでなく円
や平行線などの抽象図形にも形をイメージ
し、足りないものを補って表象を描く。現存
する人類最古の洞窟壁画にも岩の形状に形
を見立てた絵が多く見つかっており、あいま
いな形への概念イメージの生成と補完が表
象を描くヒトの認知的な特性として示唆さ
れた。 

 

(2) 子どものころはお絵かきが好きでも、お
となになると絵が苦手と敬遠する人は多い。
その要因のひとつに、物を見たように描けな
い、すなわち写実的に描くことのむずかしさ
がある。では、その要因とはなにか。 
 一般的に、幼児が描くのは単純な円や線で
表現される記号的な表象であるが、自閉症サ
ヴァン症候群の症例などから、物を見て写実
的に描くためには、ある物として見えている
概念イメージを解体し、形や線の二次元的布
置として見る必要があることが指摘されて
いる (Selfe, 1977; Cox, 1992) 。その実証的
な知見は蓄積されていないが、それが明らか
になれば、デッサンなどの方法論として有効
であるだけでなく、描くことの意義や描くこ
とで育まれる心について問い直すこともで
きる。描画教育への反映を視野に、この研究
を着想するに至った。 

 

２．研究の目的 

 本研究課題では、描くことの認知的な基盤
とその発達過程を明らかにすることを目的
とした。描画のうち、(1) なぐりがきから記
号的表象描画への移行期、(2) デッサンなど
の写実的表象画、の 2 つのフェーズをとりあ
げ、とくに概念イメージの生成および解体と
の関連に着目して研究をおこなった。 

 

(1) なぐりがき期から表象描画への移行期に
おける認知的な基盤の発達 

 進化・発達的な視点から、描画行動の起源、
およびその認知的な基盤にアプローチする
ことを目的とした。これまでのヒト幼児とチ
ンパンジーを対象とした描画研究を発展さ
せるものである。とくにヒトの幼児の発達過
程の中で、なぐりがきから表象描画の移行期
における記号的な表象描画の成立過程を明
らかにすることを目的とした。概念イメージ
の生成と補完について、描くことの起源との
関連をさらに追究するものである。 

 

(2) 写実的表象描画における認知的なプロセ

スの解明 

 デッサンのような写実的な表象描画に焦
点をあて、形を正確にとらえて描くことと、
概念的なバイアス、知覚的なバイアスによる
影響との関連を明らかにすることを目的と
した。ヒトのおとな（デッサンの熟練者と非
熟練者）を対象として、液晶ペンタブレット
を利用して描線の軌跡を記録することで、描
画行動をよりより定量的に解析することを
目指した。最終的な目的は、見ることと描く
ことを結ぶ内的なプロセスを明らかにする
ことである。 

 

３．研究の方法 

(1) なぐりがき期から表象描画への移行期に
おける概念イメージと描画の発達との関連 

 

①幼児の描画行動についての縦断的な実験
観察 

 申請前から継続している幼児の定期的な
描画実験により、描画の発達過程の縦断的な
データを収集した。白紙に描く自由描画と、
発達検査を応用した模倣課題をおこなった。
これらのデータをチンパンジーの描画行動
との比較発達スケールとして改めて解析し、
論文にまとめた。描くことの起源についての
考察をおこなうために、先史時代のアボリジ
ニの壁画の調査もおこなった。 

 そうしてヒト幼児の縦断観察をおこなう
なかで、人物や動物、顔、家などのように上
下のある物が正立でなく倒立や横向きで描
かれる回転画がたびたびおこることを発見
した。回転画の実態や原因を記述した研究は
これまでにない。そこで 33 名の幼児の約 3
年間の縦断観察のデータから、回転画の発生
時期、頻度などについてまとめた。 

 

②刺激図形の提示によるさかさ絵のメカニ
ズムの検証実験 

 ①で取り上げた回転画の発生メカニズム
について検証するために、刺激図形を用いて
新たな描画実験をおこなった。ネコの耳を模
した図形などを倒立、横転、正立、拮抗条件
で提示し、さまざまな年齢の幼児に、自由に
描いてもらう課題である。刺激図形から誘発
される表象画について、元の図形をどのよう
な向きで利用するかで描画パターンを分け、
その反応が年齢グループごとにどのように
違うかを解析し、メカニズムを検証した。 

 
(2) 写実的表象描画における概念イメージの
解体との関連 

①描線視線同時記録解析システムの開発 

 申請当初の予定に沿って、まず液晶ペンタ
ブレットを用いて、刺激図形の提示および描
線の軌跡を記録、解析できる装置を開発した。
開発を進めるにあたり、物を見て描く過程を



 

 

扱うためには、「見る」の部分も同時に記録
できれば、より踏み込んだ解析をおこなうこ
とができるのではないかと考えた。そこでア
イトラッカーによる視線記録も導入するこ
ととし、視線と描線を同時記録できるシステ
ムの開発をおこなった。東京藝術大学の藤幡
正樹氏、小町谷圭氏（札幌大谷大学）らとの
共同研究によるものである。 

 

②概念イメージと描画の関連 

 ①で開発した描線視線同時記録システム
を用いて、模写課題のなかでの形のゆがみと
概念的なバイアスの影響を調べるために、倒
立図形、および図地反転図形を用いた模写課
題をおこなった。対象は、デッサンの熟練者
および非熟練者含め 23名とした。 
 見本として用いる基本図形として、人体像
のシルエットを用意した。さらに、それを倒
立提示した図形、図地反転して柱に見えるよ
うにした図形、およびその倒立図形、の計 4
種類の図形を作成した。形状はまったく同じ
であるが、それぞれ別なものとして見えてい
る、すなわち概念ラベルのみが異なっている
条件である。解析では、プロポーションの正
確性の指標の一つとして全身に対する頭部
の比率を用いた。図形ごとの模写の正確性の
違い、および絵画教育経験による違いを評価
した。 
 

③知覚錯視図形模写課題 

②では、デッサン時に形がゆがんでしまう要
因として、認知的なバイアスのうち、概念に
ついて検証したが、③では知覚レベルのバイ
アスに着目した。そこで知覚的な錯視図形を
用いて、模写や補完などによる描画課題をお
こなった。さまざまな知覚錯視による影響を
検証するため、課題に用いる図形としてポッ
ケンドルフ（角度の錯視）、テーブルの錯視
（縦横の比率の錯視）、エビングハウス（大
小比較の錯視）を選択した。②と同じ参加者
に、同じシステムを用いて実験をおこなった。 
 
４．研究成果 
(1) なぐりがき期から表象描画への移行期に
おける概念イメージと描画の関連 

①幼児の描画の縦断的な観察 

 回転画は、2歳 11か月から 4歳 11か月の
幼児で観察された。白紙に描かれた表象画の
うち回転画の割合は 6%程度であったが、模倣
課題のなかで、見本図形を利用するなどして
描かれた回転画の割合は 12％程度あった。と
くに、観察中初めての表象を描いたときの約
13%が回転画であった。また初めての表象画
の半数近くが模倣課題のなかで描かれたも
のであり、先に描いた自由描画ではなぐりが
きをしていた。したがって、幼児にとって白

紙に描くより、何か刺激となる図形が描かれ
ている方が、表象画を描きやすいこと、回転
画もこの文脈の中で多くおこっていること
があきらかになった。そこで②の実験を計画
した。 

 

②刺激図形の提示による回転画のメカニズ
ムの検証 

 ネコの耳などを模した図形を倒立で提示
した場合、3 歳前後の子どもたちのなかに、
倒立の向きでそのまま利用して中に倒立顔
を描き入れて表象を完成させる子が出てき
た。それらの子は、刺激図形が横向きで提示
されれば横向きで、正立で提示されれば正立
で描かれることが多く、いわば向きに依存し
ない表象空間を持っていることが示唆され
た。より年長のグループでは、ほとんどが描
き始める前に用紙を回転させて正立にして
顔の輪郭を完成し内部を描きこんだ。一方、
より年少のグループでは、刺激図形にしるし
づけしたり、混沌顔（部位が不明瞭だったり
数に過不足がある顔）が描かれることが多か
った。したがって、頻度は多くはないが、回
転画は表象を描きはじめる時期の幼児に一
般的におこりうる現象であり、刺激図形を与
えることで誘発しやすいことが示された。ま
た刺激図形
に対する描
き方の年齢
による違い
から、回転
画のメカニ
ズムとして、
概念の成立
との関わり
が示唆され
た。 
 
 
(2) 写実的表象描画における概念イメージの
解体との関連 

①解析方法の開発 

Tobii 社のアイトラッカーX60、および
Wacom 社の液晶ペンタブレット Cintiq 

21UX を用い、Java による描線記録ソフトウ
ェアのプログラムを開発した。キャリブレー
ションや基礎実験を重ね、液晶タブレット上
に見本となる刺激図形を提示し、それを模写
する際の描線の動きと、見本図形と描画部位
の両方を行き来する視線の動きをリアルタ
イムで記録、再生できるようになった。また
座標データを用いることで、錯視に伴うずれ
について定量的な分析が可能になった。 

図 1刺激を利用し

た回転画（3歳） 



 

 

 

②概念イメージと描画の関連 

 絵画教育経験が 5年以下（非熟練者）の参
加者が人体像を模写すると、頭部が実際の比
率より拡大し、倒立提示された人体像では、
逆に頭部が縮小して描かれる傾向が明らか
になった。それと比較して教育経験が 6年以
上の参加者（熟練者）では、いずれの場合も
ずれは小さくほぼ正確な比率になっていた。
しかし、人体シルエットの図地反転である柱
をモチーフとすると、熟練／非熟練で比率に
は有意な差がでなかった。いずれも、頭部の
位置に該当する柱の凹凸が上にある場合は
拡大し、下にある場合は縮小する方向にプロ
ポーションが偏って描かれた。 
 これらのことから、概念的なバイアスが形
のずれの一つの要因となっており、絵画教育
を受けた人では、モチーフとなることの多い
人体の概念バイアスを修正する方法が習得
されているためずれが少ないと考えられる。
また熟練者は視線の動きが細かく、頻繁に見
本と描線付近の間を行き来すること、一方で、
非熟練者はとくに描画面に視点が長く滞在
しやすいことなども明らかになった。今後、
視線データの詳細な解析を進め、熟練者がバ
イアスを回避する方法と視線の動きの関係
をさらに検証していきたい。 
 

③知覚錯視図形模写課題 

 ポッケンドルフの錯視図形を用いた描画
課題では、絵画教育歴の有無によらず、錯視
の影響を受けてずれが生じていた。ずれの大
きさは、平均すると絵画教育歴の少ない人の
方が大きかったが、有意差にはならなかった。
むしろ個人差によるばらつきが多く、教育歴
の有無によらずに、ずれが小さい人が存在し
た。その他の錯視図形（エビングハウス、キ
ューブ（テーブルの錯視））による描画実験
の解析は現在進めているが、同様に教育歴の
ある人でもずれが生じる傾向が認められて
いる。これらの結果から、絵の正確性は、概

念的なバイアスの影響をいかに回避するか
に依存することが示唆された。知覚的なバイ
アスによる形のずれは、客観的にもずれとし
て認識されにくいことが要因ではないかと
予想される。視線データと合わせて、今後の
解析を進めたい。 
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